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SUMMARY

Fallot's tetralogy with right ductus arteriosus was detected in a Holstein calf. The right ductus

arteriosus measured approximately 6mm in outside diameter. It arose from the pulmonary trunk

immediately before the bifurcation into the right and left pulmonary arteries. It ran anteriorly

meandering on the right side of the aortic arch and drained into the brachiocephalic trunk immedi-

ately before the ramification of the left subclavian artery. The aortic arch was normally formed

by the left fourth aortic arch. This ductal anomaly was considered to have developed at the early

formative stage of the circulatory system as a rudiment of the distal portion of the right sixth aortic

arch.

要 約

ホルス タイ ン種 の一子 ウシに,フ ァロー四徴 に右動脈管 を合併 した心奇形が認め られた.こ の右

動脈管 は外径約6mmで,左 右の肺動脈が分 岐す る直前 の肺動脈幹右壁 より起始 し,大 動脈弓右壁

を蛇行 しなが ら前走 し,左 鎖骨下動脈を分岐す る直前 の総腕頭動脈右壁に開 口 していた.大 動脈弓

は正常 どお り左第4大 動脈 弓よ り形成 され ていた.こ の異常は循環系形成初期に右側の第6大 動脈

弓 の遠位部が残存 して右動脈管 とな った もの と考え られ た.

哺乳類の大動脈弓は胎 生初期 の左第4大 動脈 弓か ら発

育 した左大動脈弓が正常基本型であ り,そ の左大動脈 弓

と肺動脈 とは左第6大 動脈 弓か ら発 育 した左動脈管(索)

で結 ばれ るのが普通 である.大 動脈弓は正常 どお り左大

動脈 弓であ り,動 脈管が左第6大 動脈弓に代わ って右第

6大 動脈弓か ら発育 して右動脈管 とな る奇形は きわめて

まれ と考 え られ てい る12).

ウシにはかな り高頻度に種 々な心奇形が発生 し4),フ

ァ ロー四徴1～3,9～11,14,17)や右大動脈弓18,19)の報 告がある

が,右 動脈 管については簡単 な,し か も1例 の報告が な

されてい るにす ぎない15)。

ヒ トで,フ ァ群一四微 と右大動脈弓が合併 した症例で

は,し ば しぼ長 く蛇行 した異様 な動脈管が認め られ ると

いわれ ているが5),ヒ ト以外ではその よ うな動脈管の報

告は ない.

今回,フ ァロー四徴に著 しく長い右動脈管を合併 した

子 ウシの症例 に遭遇 した ので,そ の概要 を報 告す る.

1.　材 料 の 概 要 と 解 剖 所 見

供試材料はホルス タイ ン種 の雄 で,体 重30kgで あ っ

た.本 牛は分 娩予定 日よ り2週 間早い昭和62年1月18

日に娩出 されたが,そ の時す でに死亡 していた.母 牛 は

3産 目であるが,以 前に奇形牛 を分娩 した こ とはない。

本牛は出生時に眼裂 が著 しく小 さ く,眼 球 を触知す る こ

とはできなかった.ま た,頭 部がやや ドーム状を呈 して

いた.

解剖 の結果,心 臓以外 の奇形 と して無眼球症,無 嗅脳

症,蝶 形骨 の一部欠如等が認め られたが,こ れ らの詳細

については別報13)に記 した.

2.　 心 臓 の 所 見

心臓 の大 きさや 心房 と心室 の相互 関係 な どに異常 はな

いが,大 動脈 が右 前方 へ偏位 し,肺 動脈幹が低形成 で細

い ことな どが外景上 の異常所見 と して認め られた.血 流

に沿 って心臓 の所見を記述す ると,ま ず,大 静脈は異常

な く右心房に流入 してい る.右 心房は軽度の拡張 と肥厚

を示 し,卵 円孔は生理的範囲内で大 きく開存 している.

右房室 口と右房 室弁 には異常 は認 め られ ない.右 心室は
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軽 度の拡張 と肥 厚を示 し(右心室壁 の肥厚),室 上

稜 の右方 に長径1.6cmの 横に長 い心室 中隔欠損

が認め られる(心 室中隔欠損),そ の欠損 口の背方

には大動脈 口が騎乗 し(大動脈 の右方転移),そ の

1/3は 右心室側,2/3は 左 心室側 に位 置 してい る.

肺動脈 円錐 と肺 動脈 口は狭 く,3枚 の肺動脈弁は

小 さい.ま た,肺 動脈幹 も低形成で細 く(肺 動脈

狭索),い わゆ る,フ ァロー四徴を呈 している(写

真A).肺 動脈幹が左 ・右 肺動脈に分 岐 す る 部 と

大動脈弓左壁の間には,本 来,(左)動 脈管が存在

す るはずであるが,本 例ではそれを欠いている.

それに代わって,左 ・右肺動脈 よ り細い外径6mm

の右 動脈 管がその部か ら起始 し,そ れは大動脈 弓

右壁 に沿 って蛇行 しなが ら前走 し,左 鎖骨下動脈

を分 岐す る直前 の総腕頭動脈右壁 に開 口してい る

(右動脈管,写 真B).肺 静脈は異常な く左心房に

流入 し,左 心房,左 房室弁,左 心室に も異常は

認め られな い.心 室中隔欠損 口に騎 乗する大 動脈

口は広 く拡 張 し,3枚 の大動脈弁 は太 くて

左 ・右房 室弁 と線 維性 に連続 している.

上 行大動脈,大 動脈 弓,下 行大動脈 は気

管 と食道 の左側 に位置 している,冠 状動脈

と心静脈 には異常 は認 め られ ない,

以上 の所 見を総括す る と,こ の心臓 はフ

ァロー四徴 と右動脈管 の合併奇形 と診断 さ

れ る.

3.　 考 察

循環器系形成 の初期におい て,動 脈管は

肺動脈 と背側大動脈の連絡路 と して 左第

6大 動脈弓の遠位 部 よ り形成 される.し か

し,胎 生期 において第6大 動脈弓は肺 動脈

分岐 部 よ り遠 位部で左右 対称性に存在す る

ので,ま れ ではあ るが左 大動脈 弓に右動脈

管,ま たは,両 側性 動脈管 を合併す る こと

が ある7)0ま た この場合,右 動脈管 は右肺

動脈 と右鎖骨下動脈 を結ぶ ことになるとい

う7,16).

本症例の形態発生は次の よ うな経過を とった もの と考

え られ る.図 に示 す ように,正 常では,ま ず,胎 生初期

に第6大 動脈 弓は左右 とも近位部 が肺動脈 に分化 し,そ

の右側遠位部 は退化す るが,左 側遠位部 は背側大動脈 と

連絡 して動脈管 を形成 して胎生期 の循環系を 完 成 さ せ

る.こ れ に対 し,本 症例で は第6大 動脈弓の左側遠位部

が退化 し,右 側遠位部が残存 して右動脈管にな った と考

え られ る.い っぽ う,ネ コで報告 された症例12)では,右

第6鰓 弓動脈 の遠位部が右背側動脈に連 らな り右動脈管

とな った ものであ るが,同 時に右第4大 動脈弓は消失

A B

LA:左 心 房 LV:左 心 室 RA:右 心房 RV:右 心 室

RPA:右 肺 動 脈 LPA:左 肺 動脈 AO:大 動 脈 BT:総 宛 頭 動 脈

LSAI左 鎖 骨 下 動 脈 VSD:心 室 中 隔 欠 損 RDAI右 動 脈 管

写 真A: 右 心 室 の 前壁 を取 り除 き前 方 よ り見 た もの

B; 右 後 方 よ り見 た 心 臓 の 外 観(右 動 脈 管 を示 す)

I～VI:第1～ 第6大 動脈弓 7th:第7節 間動脈 DoA:背 側大動脈

VA:腹 側大動脈 ECA:外 頚動脈 ICA:内 頚動脈 PA:肺 動脈

RSA:右 鎖骨下動脈 LSA:左 鎖骨下動脈 RCCA:右 総頚動脈 LCCA:左 総頚動脈

AA:上 行大動脈 DSA:下 行大動脈 DA:動 脈管 RDA:右 動脈管

図 右 動 脈管 発 生 形 態 図(正 常 と の比 較)

し右背側動脈 が残 るため,右 鎖骨下動脈は左鎖骨下動脈

の後方で下行大動脈 よ り直接起始 していた(異 所性右鎖

骨下動脈).こ の場合,動 脈管は肺動脈 と右鎖 骨下動脈

の起部を 結 ぶ た め,動 脈管,右 肺動脈,大 動脈弓お よ

び心臓が食道 と気管を輪状に取 り囲む い わ ゆ る血 管輪

(vascular ring)8)を形成 していた。

ところで,KASAIら6)は 動脈 管の位 置異常 に着 目して

これ らを4つ の型 に分類 した.す なわ ち,左 動脈管 が左

背側 動脈 に結 合す るもの(I型),左 背側動脈 が離断 して

左動脈 管が左鎖骨下動脈 に結合す るもの(II型),右 背側
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動脈が離断 して右動脈管が右鎖骨下動脈に結合する もの

(III型),右 動脈管が右背側動脈に結合する もの(IV型).

さ らに,III型 の場合の血 管の分 岐結合様式は,(1) 右動

脈管が左 大動脈 弓 よ り生 じる右鎖 骨下動脈 と右背動脈 を

結合す る もの,(2) 右鎖 骨下動脈が右肺動脈 より分岐す

る もの,(3) 右肺 動脈 は肺動脈幹 と連絡 がな く,右 鎖骨

下動脈 より分岐す るものの3つ あるが,(2)の 場合は右鎖

骨下動脈 の根部,(3)の 場合 は右肺動脈 の根部が動脈管 と

考え られ るとのべ てい る.本 症例はIII型の(1)に属 し,ネ

コの例12)はIV型に属す るものと考え られ る.

以上の よ うに動脈管が関与す る大動脈弓や,そ れ よ り

分 岐す る血 管の位置異常については多 くの型 が報告 され

ているが,こ れ らの異 常にいかなる要 因が関与す るのか

は明 らかでない.

本症例 の場合,心 臓 にフ ァロー四徴 を合併 していたが,

ウシで の同症例 の報告 は単独 または肺動脈 口閉鎖等の合

併例で,大 動脈弓やそれ よ り分岐す る血管の位置異常を

合併 した報告はな く,今 回の症例は きわめて珍 しい奇形

といえるであろ う.

前述の ごとく,本 例では心臓脈管系以外では,無 眼球

症,無 嗅脳症,蝶 形骨 の欠損 口形成等 を合併 していた.

心臓奇形 には無 眼球症 の合併す ることが多い との報告は

あるが4),そ の理 由については明 らかで ない.

本異常 の診断に際 し,ご 懇切な るご助言をいただいた

宮崎医科大学 の岡本直正学長に深謝いた します.
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